第９回　絵を読む

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

→ヒトは意味の世界に生きている。
　

◆同じ１枚の絵を見ていても、人によって読み取れる内容はちがう。
　→情報の「受け手」としての力の有無。

◆ヒトはまわりのものごとの上に「意味のシート」をかぶせ、眺めている。
　受け手として力がない人はこのシートが貧弱であり、絵を見ても、それはただの絵（＝絵の具を塗ったもの）にしか見えない。

　→意味を読む力がないと、世界はのっぺらぼうにしか感じられない。
◆これが「絵」ではなく、他のものごとだったらどうだろう。
　　野球

　　シャツのデザイン
小説や映画（行間）
雲の形
　　新聞の株式欄
　あなたはその意味が読み取れるだろうか？

第11回　情報とデータ

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

◆「受け手」にとって意味が生じたとき、「データ」は初めて「情報」に変わる。
　
◆例えばそこに雲が浮かんでいる。読む力のある人にとって、それは悪天候の兆し。読む力のない人にとっては、それはただの雲。

　→情報量を真に決めるのは、あなたの「受け手」としての力である。

追記．以下のものは「情報」としては同じだが、「データ」としては別物である。

1a55komazawa-kadai　　　←半角英数字

１a55komazawa-kadai　　　←頭の１文字が全角
　　　１文字でも異なれば、コンピュータは別のデータと見なす。注意されたし。
